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運転行動が不安定で事故がおこりやすいポイント運転行動が不安定で事故がおこりやすいポイント

事故の無い日常運転 (≒安全運転 )
－大部分のドライバが存在－

事故の無い日常運転 ((≒≒安全運転安全運転 ))
－大部分のドライバが存在－

運転免許取得・更新運転免許取得・更新

行動の安定性に応じた支援・教育の実現

交通事故交通事故
衝突安全 ポストクラッシュプリクラッシュ

事故発生

運転の漫然化，環境変化への適応要求経験蓄積や運転改善への過度の意識集中

運転行動への外乱運転行動への外乱

教習への

フィードバック

支援内容の

最適化

自動車メーカによる取組み・実用化
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研究室の研究内容研究室の研究内容

診断・予測技術

ドライバモデルドライバモデル
Keywords : 認知モデル, 運転行動計測, 

ハンドルセンサ, 運転技能推定

ソフトコンピューティングソフトコンピューティング
Keywords : セルラニューラルネットワーク, 連想記憶,

あいまい分類, センサフュージョン

ドライバ情報（行動,生理,環境）の計測・評価, そしてドライバの運転負荷を
軽減する新しい安全運転支援インタフェース の実現を目指しています

画像処理技術
画像計測・認識画像計測・認識

Keywords: 注視判定，視線推定，表情変化抽出

ドライバ注視物体認識

Keywords : CAT, 鋳型形状計測, オンライン製品
位置姿勢推定, 表面傷検査

コンピュータ援用検査コンピュータ援用検査

信号処理技術
ウェーブレット解析ウェーブレット解析

Keywords: 複素数離散ウェーブレット変換, 
実信号マザーウェーブレット, 異常信号検出

生体信号計測・処理生体信号計測・処理
Keywords: 眼電図解析，眠気検出・防止

音声信号計測・処理音声信号計測・処理
Keywords: 独立成分分析, 音源分離, 

三次元音源定位・話者推定
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視線情報を用いた安全運転支援 と
ドライバ支援技術に関する基礎的研究の紹介

安全運転支援システムの基本構成安全運転支援システムの基本構成

安全運転教育

人

環境 車

生体・操作

操作

カメラ

マイク

誤認識・判断可能性

生体状態

心理状態

行動状態

疲労，集中，眠気

急ぎ，怒り，喜び

ハンドル，
ペダル操作

認知モデル

能力予測情報処理
能力

環境による情報処理
能力への要求

個人データ
蓄積

認知判断処理

交通・天気・道路
などの情報

情報介入情報介入

提示提示

警告･支援誘導，
疲労緩和，
注意喚起

警告･支援誘導，
疲労緩和，
注意喚起 情報情報

事故はどこで起きるの？事故はどこで起きるの？

安全運転支援システム安全運転支援システム

（未来ビークルリサーチセンター連携融合プロジェクト）
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必要な技術

・ドライバ（ヒト）の視線を計測する技術

・車両の前方の映像から

運転中に見るべきものを抽出する技術

･ 「ぼんやり」や「眠気」を判別する技術

・画像情報を高速に処理する技術

・リアルタイム映像を収集する技術

必要な技術必要な技術

・ドライバ（ヒト）の視線を計測する技術

・車両の前方の映像から

運転中に見るべきものを抽出する技術

･ 「ぼんやり」や「眠気」を判別する技術

・画像情報を高速に処理する技術

・リアルタイム映像を収集する技術

ドライバの状態を注視行動（目の動きや視線）から判断して
漫然運転（ぼんやり運転）を検出・防止したい！

視線情報を用いた安全運転支援システム視線情報を用いた安全運転支援システム

注視対象物体を自動車･標識･遠点と決定しそれぞれを抽出する手法を提案

•カラー情報を用いた標識抽出
•エッジ情報を用いた自動車抽出
•道路領域の抽出

見るべきものを抽出する

標識

自動車

道路領域

処理結果１ 処理結果２

前方モニタカメラ前方モニタカメラ

ドライバモニタカメラドライバモニタカメラ

システム構成図システム構成図
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眼球中心

眼球中心軸眼球モデル
上面図

眼部領域
二値画像

VRP

P : Virtual Reference Point (VRP：仮想参照点)の位置ベクトル.
Q : 左右の黒目中心の中点位置ベクトル.
L : 目尻間距離

眼球モデル

注視状態の判定 黒目変位量： Ld |||| PQ−= によって判定

視線を計測する

目のみに注目目のみに注目眠気あり 入眠後眠気なし

眼電図解析結果 画像処理よる解析

単一の顔画像と眼球モデルからカメラへの注視を判定する手法を提案

眠気を判別する ヒトの眠気を段階的に評価する手法を提案

目の動きに伴う生体電気信号（眼電図）によって眠気のある状態を解析

平均化した目の動く速さ
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平均化した上まぶたの動き
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高速に画像を処理する

ヒトの眠気と，目やまぶたの動きの関連性を定量化

静止・動画像処理の特徴にもとづく，高速化手法を提案

画像の処理

画像データ

演算器

1フレーム目
2フレーム目

画像データ
3フレーム目

各画素に対して・・・ 各フレームに対して・・・

演算器

静止画への処理例 動画への処理例

特徴：特徴：画像処理は連続するデータに対する繰り返し演算を多く含む画像処理は連続するデータに対する繰り返し演算を多く含む

ハードウェアによるパイプライン化（並列化）が可能

FPGAによるハードウェア化

解析画像の収集システム
（テルスイメージ製PixelRunner)

.2台のカメラで，車外の注視対象とドライバの視線方向を検出

その結果を統合的に判断して漫然運転を検出

ソリッドステートディスクにより
データ記録のボトルネックを解消

オリジナル映像 抽出結果

実験車両を用いた映像収集
協力：名古屋大学 情報科学研究科 武田研究室

車両前方モニタ と ドライバモニタ

２つの映像を完全同期収録２つの映像を完全同期収録

画像サイズ：VGA（640×480）

フレームレート：30[fps]

収録時間：最長90[min]

画像サイズ：VGA（640×480）

フレームレート：30[fps]

収録時間：最長90[min]

実験車両 取得映像

車両前方モニタ ドライバモニタ

リアルタイム処理リアルタイム処理


